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１．2号機シールドプラグ穿孔部調査

 目的

 シールドプラグ上段と中段の隙間に蓄積していると推定している放射性物質の放
射能量評価の確度向上を目的として，オペフロ床面の表面汚染影響を受けにくい
測定方法である穿孔箇所を用いた調査を実施する。

 当該調査結果は，将来の燃料デブリ取り出し工法検討や事故解明に活用する。

調査の状況

 早期の調査が可能な方法として既存穿孔箇所を活用した調査を，原子力規制庁殿
と協働で実施（2021年8月26日・9月9日）。

 シールドプラグ上段と中段の隙間には，セシウムを含む放射性物質が付着，堆
積している可能性が高い。

 シールドプラグ全体では汚染状況のばらつきが大きい可能性がある。

 シールドプラグの汚染状況の更なる把握に向け，新規穿孔箇所による調査を計画。

 新規穿孔箇所検討のため，シールドプラグ上の線量調査を実施（同10月7日）。

 シールドプラグ上の線量調査結果を踏まえ，新規穿孔箇所を決定。
穿孔作業（同11月29日～）及び新規穿孔箇所部の線量調査（同11月30日～）
を実施中。
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※穿孔作業の進捗により調査工程を変更する可能性有

2． 2号機シールドプラグ穿孔

 11月29日より穿孔作業を開始しており，12月1日時点で５箇所／13箇所の穿孔を
完了。

 11月30日より線量調査を開始しており，原子力規制庁殿にて評価を実施中。

 前回8月26日,9月9日に実施した既存穿孔箇所の線量調査同様，穿孔後においても
原子力規制庁殿と協働で線量調査を実施。

計画 実績

月日
11/15 11/16 11/17 11/18 11/19 11/20 11/21 11/22 11/23 11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 12/1 12/2 12/3 12/4 12/5 12/6 12/7 12/8 12/9 12/10 12/11 12/12 12/13 12/14 12/15

項目 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

＜主要工程＞

穿孔箇所マーキング No.13穿孔箇所マーキング

穿孔部線量測定 No.13穿孔部線量測定

搬送・楊重・設置・動作確認・BROKK把持確認

穿孔
穿　孔

穿孔箇所線量測定(穿孔後)

事前マーキング

穿孔箇所上部線量測定(穿孔前)

穿孔装置準備

線量測定
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3．2号機シールドプラグ穿孔状況
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No.12穿孔状況
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中段シールドプラグ継ぎ目

上段シールドプラグ継ぎ目

新規穿孔箇所

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

⑫

⑬

穿孔完了箇所（１２／１現在）穿孔箇所

No.12 穿孔状況

遠隔操作重機
BROKK400D

穿孔装置

No.12穿孔後 No.12穿孔コア
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【参考】2号機シールドプラグ穿孔後の測定状況写真

線量測定状況写真

№ 測定値

① 37.7

② 47.7

③ 115

④ 157

⑤ 163

⑥ 191

⑦ 179

⑧ 237

⑨ 209

⑩ 31.3

⑪ 19.3

⑫ 354

⑬ 304

単位：mSv/h

【参考 穿孔前】
床上２cm測定結果
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